


前書きのみですが

前回の「渇」とは同じ時期の作品から選歌した今回の歌集は、当時の生活や日常がテーマになっ

ている。

当時は当時でかなり追い詰められてはいたが、こうして改めて見直してみるともう少し賢く立ち

回れた気がしないでもない。

あの日々で失くした分の得たものの姿はまだよく見えてこないけれども、前回の歌集を公開した

際静かながらも反響はあったのでたぶんその中から生まれて来るような気もする。

きっとどこかで、同じ砂漠をひとりきりで歩き続けている誰かの目に留まることを願いつつ。

 

 

 

 

１２月最後の日曜日に

金沢詩乃

 






































































